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新 た な 価 値 創 造 を 通 じ て
社 会 に 貢 献 し  一 人 ひ と り が 輝 け る

よ り 豊 か な 未 来 を 実 現 す る

経 営 理 念

経 営 戦 略 行 動 指 針

　新年度が始まりました。諸々事に躓く人類に拘らず、日本では春が訪れ、花鳥が華やぎ、生命力が
溢れます。満開の櫻画像と共にTOYO PRESS春号をお届けします。 （加門）
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● 表紙：明石城の桜　上：明石海峡と大橋　右：TOYOお稲荷さんの桜　

会社情報はこちら
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　陽春の候、皆さま方におかれましては益々ご清栄のこと
とお喜び申し上げます。
　平素は格別のご支援とご愛顧を賜り、厚く御礼申し上
げます。
　2022 年度、新たな年度のスタートにあたりご挨拶を申
し上げます。

　弊社は、2021 年４月、新たな経営理念を発表するととも
に、2023 年度を最終年度とする３か年の新中期経営計画
をキックオフしました。計画で掲げた各指標の達成に向け、
これまで以上のスピード感と新たな経営戦略で、この変化
の激しい時代を、グローバルに事業を展開してまいります。

　現在の世界経済は、国や地域により一様ではないもの
の、明らかに景気の悪化は底を打ち、回復傾向が顕著と
なりました。また、世界的規模で新型コロナウイルスワク
チンの接種や対処薬の開発も進み、希望の光が見えてき
ました。
　しかしながら、ロシアのウクライナへの侵攻と戦闘の激
化、米中対立の長期化など、地政学的な世界経済のバラ
ンスの行方は見通せず、また、世界的な脱炭素社会への
急速な変革などもあいまって、先行きの不透明感は一層
高まっています。加えて、新たな変異株であるオミクロン
株の伝播により新型コロナウイルスの脅威は止むことはな
く、依然として経済活動への影響は予断を許しません。

　一方、弊社を取り巻く市場環境ですが、直近では中国
のＩＴ電子機器および医療関連が堅調に推移しており、東南
アジア、欧州、米州、国内の自動車関連および生活用品
関連についても明らかに復調気配となり、国内・海外とも
コロナ禍の影響が大きかった昨年度を上回る受注を頂い
ております。ところが、世界的な半導体不足の影響により
部材の調達が長納期化し、それに伴い、お客さまにお届け
する製品も、一部機種において生産の遅延が生じ、納期の
調整をお願いせざるを得ない状況となっております。また
鋳物をはじめ鉄部材の価格高騰により、ご心配、ご迷惑を
おかけしております。お客さまにおかれましては、心より深く
お詫び申し上げます。納期短縮へ向け、また部材の適質
適価での確保を最優先事項として全力で取り組んでまい
ります。

　なお、本年は、３年に一度ドイツ・デュッセルドルフで
開催される世界最大規模のプラスチック・ゴム製品の見
本市であります「Ｋ２０２２」に出展いたします。そのほか
に「ＴＯＹＯプライベートショー２０２２」の開催も計画して
おり、また、ダイカストマシンでは、横浜みなとみらいパシ
フィコ横浜で開催される「日本ダイカスト会議・展示会」
に出展いたします。弊社の新たなコンセプトによるマシンを
ご体感いただける機会となりますので、皆さまのご来場を心
よりお待ち申し上げます。

　結びになりますが、2022 年度は、世界が落ち着き、より明
るい未来につながることを心から願いますとともに、皆さまと
ご家族の方々にとって、健康で幸多くありますことを祈念し
てご挨拶とさせていただきます。

Tabata Yoshiaki

代表取締役社長

田畑　禎章

Spr ing
addr ess

2022年
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東洋機械金属グループは、「新たな価値創造を通じて社会に貢献し、
輝けるより豊かな未来を実現する」の経営理念のもと、
グローバル事業の総合力強化とＳＤＧｓに準拠した
製品群のラインアップを進め、
お客さまの事業発展に貢献してまいります。 　新型コロナウィルス感染拡大から既に２年以上経過しました。弊社におきまし

ても、コロナ禍の影響は大きく部材の長納期、原材料の高騰など極めて厳しい
環境となり、お客さまにご迷惑をお掛けする事になりました。このような状況で
はありましたが、多数のお客さま、代理店の皆さまから多大なるご支援を賜り、
まことに有難うございました。厚く御礼申し上げます。

　ウィズ・コロナ時代の新たな取り組みとして、今まで以上にお客さまとのコミュ
ニケーションが重要と考えておりWEBを活用した、リモートメンテナンス、IoT
のクラウド化など、DXによるビジネス変革を進めてまいります。

　また、お客さまから信頼をいただくためには、環境の変化をいち早く捉え、「Customersʼ Value Up」お客さまが競争に常に
勝ち続けられる、固有のニーズに合ったソルーションを提供することが必要であると考えております。
　グローバルな拡大としては、中国常熟第３工場を本年11月より稼働し生産能力増強を行い、中国・アジア地域への更なる
短納期を行います。また、市場強化として、中国、メキシコ、ベトナム、インドを深耕し海外進出企業をサポートする体制を強
化致します。

　新機種としては、不良率削減に効果がある射出高速加速度100Gを実現した高性能ダイカストマシン（BD-V7EX）をはじめ、
射出成形機では、独自技術である液状発泡、カーボンニュートラル対応SAG＋α、成形不良対策メルトコンなど、付加価値の
高いよりサスティナブルな製品とサービスをお届けいたします。そして皆さまからベストパートナーとして選ばれる企業を目
指ざしてまいります。これからもより一層のご愛好賜りますようお願い申し上げます。

皆さまからベストパートナーとして選ばれる企業を目指す

　このたび、取締役製造調達本部長兼生産改革室長に選任され、身に余る光栄
であるとともに、責任の重さを深く受け止め、誠心誠意職務を尽くしていく覚悟
であります。

　２年ほど前から、世界中が新型コロナ感染拡大により仕事や生活が大きく変
わりました。こうした状況の中でロシアとウクライナで戦争が勃発し、罪のない
人々が犠牲になるというショッキングな事が起こりました。被害に遭われた方々
に心よりご冥福をお祈りします。

　2022年度は中期計画書「”TOYO ＧＯ ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ 2023”」２年目の年でありますが、中期計画必達はもちろんのこと
2025年の創立100周年に向けての準備の年でもあると感じております。お客さまのビジネス成功に協力をさせて頂くために
も短納期・増産に向けた取り組をしてまいります。そのひとつとしまして、生産改革室を立ち上げることにしました。セクショナ
リズムを気にせず、若いメンバーを集め、今までの常識にとらわれず「新しいアイデアで」「早く、安く、よい品を」「常に明るく
健やかに」の社訓で取り組んでまいります。射出成形機及びダイカストマシンは、EV業界で中大型機の需要が増えています。
そこで第２組立工場建設を加速いたします。ＤＸの推進と環境（CO2削減）にも配慮したアイデアを盛り込んだ工場を計画して
おります。

　今後とも一層のご指導、ご鞭撻を承りますようお願い申し上げます。ステークホルダーの皆さまのますますのご健勝とご多幸
をお祈り申し上げ、略儀ながらご挨拶申し上げます。

変化を恐れず知恵を出し、モノづくりにチャレンジ

取締役 営業本部長　山本　博之
Yamamoto Hiroyuki

取締役 製造調達本部長 兼
　　　 生産改革室長

三輪　恭裕
Miwa Yasuhiro
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Yamamoto Hiroyuki

取締役 製造調達本部長 兼
　　　 生産改革室長

三輪　恭裕
Miwa Yasuhiro
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　プラスチックは軽くて利便性が高い反面、環境とも深く
関わる素材です。そのため、環境問題においては常にそ
の矢面に立たされる一方で、我々の日常生活には欠かせ
ない素材でもあり、設計・製造から販売・廃棄に至る全
ての過程で、環境への配慮が求められています。また、
2022年４月１日から、プラスチックの資源循環促進法（プラ

新法）が施行されることもあり、より一層要求が高まるもの
と思われます。

　そこで今回は、環境への配慮を目的としたご検討に適
する各種アイテムを以下にご紹介します。詳細につきまし
ては、営業担当までお問い合わせください。
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技術紹介 2022

近年のプラスチック成形加工業界を取り巻く環境は、
地球温暖化問題や海洋ごみ問題への意識の高まりから、
CSR や SDGs 活動が各方面で行われ、
大きな変革期を迎えようとしています。

近年のプラスチック成形加工業界を取り巻く環境は、
地球温暖化問題や海洋ごみ問題への意識の高まりから、
CSR や SDGs 活動が各方面で行われ、
大きな変革期を迎えようとしています。

　本シリーズは、実績のある当社 BD-Vシリーズの技術を
継承しながら、射出高速加速性能 100Ｇを実現したハイス
ペック射出装置を標準搭載しています。
　一方、制御システムはユーザの声を真摯に受け止め、
機能性向上を図った新制御システム「SYSTEM700EX」を

搭載しております。射出性能向上 ( 高速加速性能 100G)を
可能とした独自技術「新開発 THRV System」の搭載に
より、湯ジワや内部鋳巣などの鋳造不良の低減に効果が
あります。

BD-V7EX
series

Line up 
BD-V7EXシリーズ

ラインアップ

高速加速度 100Gを実現したハイスペック機で制御システムを
刷新した V7EXシリーズをラインアップ (125~1250t)。
近年、多様化が進むダイカストマシンに対応し、多種多様な
製品の鋳造が可能な高性能ダイカストマシンです。

図 1　可塑化アイテム概要

図 2　成形アイテム概要

液体を加熱筒温度で気化させ計量中に注入

液体供給装置

発泡剤
⇒水、アルコール etc
　沸点が 100℃前後の液体

①樹脂材料管理（溶融粘度、 乾燥）
②熱劣化（乾燥、焼け、 変色）
③可塑化安定性（発熱、均質溶融、 射出量）
④ガス起因による成形不良や金型汚染

環境配慮型素材の成形における課題 射出量の安定化
SRC- Ⅲ計量 ■リサイクル材使用時の可塑化の不安

定性を解消するため、溶融樹脂密度
の安定化と、チェックリングの閉鎖挙
動を制御する独自の計量方式。

真空ガス脱気可塑化システム
SAG+αⅡ ■植物由来樹脂などの予備

乾燥ができない、もしくは
乾燥しても水分を十分に
除去できない場合に最適。

■樹脂の乾燥時間を削減し、
省エネルギー化に貢献。

■可塑化中に発生するガス
を抑制し、金型の汚染を
低減。

樹脂の酸化劣化防止システム
N2Seal ■酸化劣化の影響を受けや

すい植物由来樹脂に対し、 
材料の焼けや変色を防止。

■窒素ガス供給はPSA方式
を採用し、 装置は成形機
内へビルトイン可能。

■動作および装置の状態監
視は全て成形機で管理。

低せん断スクリュ
SAGスクリュ

■熱の影響を受けやすい
植物由来樹脂に対し、 可
塑化中のせん断発熱を
抑え、物性低下をはじめ、 
変色や焼けを抑制。

■可塑化安定性向上。

高混練スクリュ
MXTスクリュ

■さまざまなリサイクル材の
溶融状態を均質化し、 成
形品質の安定化に寄与。

■従来の混練型スクリュに
比べ可塑化中の発熱が
低減。

溶融樹脂粘度管理
meltconR

■リサイクル材など物性の
変化に伴う樹脂粘度を成
形機で管理し、一定の粘
度値に自動調整すること
で成形品質の安定化に
寄与。

環境負荷の少ない発泡成形技術
■水やアルコールを発泡剤とし、 リサ

イクルが可能な発泡成形技術。
■従来の発泡成形に対して、投資コス

トやランニングコストを大幅に削減。
■成形品の軽量化をはじめ、 樹脂の使

用量低減による成形品のコスト削減。
■既納機の改造による対応が可能。
■小型機から大型機まで対応可能。

バージン材料 リサイクル材料

Nozzle
Heated barrel

Check valve

Screw

Material
feed

液状泡成形技術
L-Foam

液体

「THRV」は「TOYO High Response Valve」の略称です。
TOYO が開発した独自の技術です。THRV Systemの特徴と効果

速度波形比較 内部鋳巣比較
加速度が向上することで、溶湯と射出ピストンの慣性力が増加し、
金型抵抗に負けない高速充填となり、短時間充填が可能。
射出センサの性能アップにより、射出データの安定性向上。

14%短縮
充填時間

鋳造時の射出波形 （当社テスト時）

50Ｇ（黄色）

100Ｇ（青色）
最高速0.7m/s上昇

射出方向

充填時間5ms短縮

立ち上がりの傾きに変化

5ms

50G

70G

100G

湯ジワ発生 湯ジワ発生 湯ジワなし

50G性能 （ゲート高速） 70G性能 （ゲート高速） 100G性能 （ゲート高速）

製品外観比較
充填完了時間を短縮することで表面が凝固する前に充填が可能
となる。

OF側反操作側 操作側

100G性能 （ゲート高速）70G性能 （ゲート高速）50G性能 （ゲート高速）

※BD-1250V7EXは、対応しておりません。
※本ページに記載のデータは、当社鋳造テスト時での測定値となります。

体積比0.1% 体積比0.05% 体積比0.01%

製品ボス部のCT断面拡大図（体積比＝鋳巣体積/拡大部の製品体積）
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高速切替位置と鋳巣の関係
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0
ゲート前 ゲート ゲート後機 　　種：BD-350V7EXで鋳造

製品寸法：W300mm×H200mm×D24mm
　　　　  平均肉厚1.5mm

ゲート側

短時間充填により湯流れ不良を改善。
溶湯が凝固する前に圧力をかけることで巣の微細化が可能。

ゲート前、ゲート、ゲート後の高速切替でも短時間充填により
鋳巣体積も減少。
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　　持続可能な開発目標(SDGs)は、2015年9月の国連サ
ミットで採択された『持続可能な開発のための2030アジェ
ンダ』に記載されており、持続可能でより良い世界を目指
すための2030年までに達成すべき国際目標です。SDGsは、

「Sustainable Development Goals(持続可能な開発目標)」
の略称であり、17のゴール (目標)と169のターゲット(達
成目標とその実現のための方法)から構成されており、一般
的に（エス・ディー・ジーズ）と読まれます。下記に個別の
アイコンを示します。

① 貧困をなくそう　
② 飢餓をゼロに　
③ すべての人に健康と福祉を　
④ 質の高い教育をみんなに　
⑤ ジェンダー平等を実現しよう　
⑥ 安全な水とトイレを世界中に　
⑦ エネルギーをみんなに そしてクリーンに　
⑧ 働きがいも経済成長も　
⑨ 産業と技術革新の基盤をつくろう　
⑩ 人や国の不平等をなくそう　
⑪ 住み続けられるまちづくりを　
⑫ つくる責任 つかう責任　
⑬ 気候変動に具体的な対策を　
⑭ 海の豊かさを守ろう　
⑮ 陸の豊かさも守ろう
⑯ 平和と公正をすべての人に　
⑰ パートナーシップで目標を達成しよう

TOYO
Sustainability

TOYOグループのサステナビリティ
～ SDGs 達成に向けて～
東洋機械金属グループは、法令遵守の姿勢と高い倫理意識を背景にしっかりとした企業
統治（ガバナンス）を行い、市場・環境・職場・地域社会の価値を高める活動を通じて、
社会の信頼に応えてまいります。

SDGsの概要1

　「環境」の上に「社会」と「経済」を置くことで、自然の恵
みによって私たちの社会や経済が支えられていることを示
しています。
　私たちが普段何を食べて生きているかを考えてみてくだ
さい。私たち人間を含む生物は、ほかの生きものを食べて
生きています。そしてすべての生きものは、生きていくため
に水を必要としています。つまり、水中と陸上の多様な生物
がお互いの命と生活を支えあい（環境）、それが社会を支え、
経済を発展させる基盤となっているのです。

SDGsウェディングケーキモデル3

　当社ホームページにて掲載しております。

TOYOグループの取り組み（全体）5

　TOYOグ ループ の本社工場において2000年よりISO 
14001の認証取得に取り組み、現在まで継続的改善を進め
てきました。くわえて現在は、SDGsへの取り組みを明確にし、
環境方針が開発目標のどの項目に関連するか紐づけを行
い、活動しています。

　ISO14001は2015年に改訂され、環境マネジメントにお
いて、持続可能な開発への貢献の重要性が、より明確に位
置づけされました。ISO14001の序文には、持続可能な開発
とISO14001の関連についての説明がなされています。持続
可能な開発のためには「環境」・「社会」・「経済」をバラン
スよく発展させるという「トリプルボトムライン」が重要です。
環境に関連するさまざまな問題が深刻化する現代社会では、
企業が持続可能な開発に貢献すること、透明性のある説明
責任を果たすことへの期待が増してきています。そのため企
業は、「トリプルボトムライン」の中でも環境の分野に貢献す
るための体系的なアプローチとして環境マネジメントシステ
ムを採用するようになってきつつあります。

持続可能な開発とISOマネージメントシステム4

➊ People（人間）目標 ①～⑥
しっかり食べる、綺麗な水を飲む、誰もが尊厳と平等の下に、
そして健康な環境の下に、持てる能力を発揮することができ
る世界の実現を目指しています。

❷ Prosperity（豊かさ）目標 ⑦～⑪
世界中のどこにいても格差がなく、豊かさと安全・安心を
実感して暮らせるとともに、豊かな自然環境を損なうことな
く、経済的な発展や技術的な進歩が続く世界の実現を目指
しています。

❸ Planet（地球）目標 ⑫～⑮
気候変動に対応し、海や森林などの豊かな自然環境を次の
世代に引き継ぐために『地球』を守っていく、さらに大量生
産・大量消費の社会から脱却して、将来にわたって自然か
ら資源や食糧などの恵みを受けることができる世界を目指
しています。

❹ Peace（平和）目標 ⑯
貧困や飢餓、人権侵害、環境破壊などを引き起こし、あら
ゆるゴールの達成を阻む紛争を無くし、平和で公正な世界
を実現することを目指しています。

❺ Partnership（連帯）目標 ⑰
世界を取り巻く色々な問題を、あらゆる人の参加と協力に
よって解決していくことを目指しています。

SDGsの特徴　‒ 5つのP2

図1　SDGsの17のゴール

図2　17の目標と「5つのP」関係性

図3　SDGsウェディングケーキモデル

図4　SDGsを組織に取り入れる

SDGs17goals･169targets=5P
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製品

No. 貢献内容

販売・サービス

生産活動

コンプライアンス
人事

ダイバーシティ
ステークホルダー

機電一体の省エネ製品の提供
省資源・省スペース製品の提供
環境負荷低減プラスチック成形技術の開発
環境負荷低減ダイカスト鋳造技術の開発
IOTを利用した繋がる現場
自動化システムの開発
製品消費電力の見える化
取説のぺーパレスの推進
有害化学物質の削減（ハンダ・電線・グリス）
お客様の安全確保
技術スクールの開催
技能検定の開催
ISO9001の推進
ISO14001の推進
動力用電力量の削減
内製化の推進（リードタイムの短縮）
自動化の推進
工場内空調のGHP化の推進
工場内照明機器のLED化の推進
生産活動のDX活用
塗料・シンナーの使用量の削減
グリーン調達の推進
廃棄物の再資源化の推進
緑化の推進（生物多様性の保護）
節水の推進
瀬戸内海の保護
東洋機械金属グループ行動基準の遵守
健康経営の推進
人材育成の推進
女性活躍推進
障害者の積極活用
近隣住民との調和

TOYOグループの取り組み 人間 豊かさ 地球 平和 連帯

●
●
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　　持続可能な開発目標(SDGs)は、2015年9月の国連サ
ミットで採択された『持続可能な開発のための2030アジェ
ンダ』に記載されており、持続可能でより良い世界を目指
すための2030年までに達成すべき国際目標です。SDGsは、

「Sustainable Development Goals(持続可能な開発目標)」
の略称であり、17のゴール (目標)と169のターゲット(達
成目標とその実現のための方法)から構成されており、一般
的に（エス・ディー・ジーズ）と読まれます。下記に個別の
アイコンを示します。

① 貧困をなくそう　
② 飢餓をゼロに　
③ すべての人に健康と福祉を　
④ 質の高い教育をみんなに　
⑤ ジェンダー平等を実現しよう　
⑥ 安全な水とトイレを世界中に　
⑦ エネルギーをみんなに そしてクリーンに　
⑧ 働きがいも経済成長も　
⑨ 産業と技術革新の基盤をつくろう　
⑩ 人や国の不平等をなくそう　
⑪ 住み続けられるまちづくりを　
⑫ つくる責任 つかう責任　
⑬ 気候変動に具体的な対策を　
⑭ 海の豊かさを守ろう　
⑮ 陸の豊かさも守ろう
⑯ 平和と公正をすべての人に　
⑰ パートナーシップで目標を達成しよう

TOYO
Sustainability

TOYOグループのサステナビリティ
～ SDGs 達成に向けて～
東洋機械金属グループは、法令遵守の姿勢と高い倫理意識を背景にしっかりとした企業
統治（ガバナンス）を行い、市場・環境・職場・地域社会の価値を高める活動を通じて、
社会の信頼に応えてまいります。

SDGsの概要1

　「環境」の上に「社会」と「経済」を置くことで、自然の恵
みによって私たちの社会や経済が支えられていることを示
しています。
　私たちが普段何を食べて生きているかを考えてみてくだ
さい。私たち人間を含む生物は、ほかの生きものを食べて
生きています。そしてすべての生きものは、生きていくため
に水を必要としています。つまり、水中と陸上の多様な生物
がお互いの命と生活を支えあい（環境）、それが社会を支え、
経済を発展させる基盤となっているのです。

SDGsウェディングケーキモデル3

　当社ホームページにて掲載しております。

TOYOグループの取り組み（全体）5

　TOYOグ ループ の本社工場において2000年よりISO 
14001の認証取得に取り組み、現在まで継続的改善を進め
てきました。くわえて現在は、SDGsへの取り組みを明確にし、
環境方針が開発目標のどの項目に関連するか紐づけを行
い、活動しています。

　ISO14001は2015年に改訂され、環境マネジメントにお
いて、持続可能な開発への貢献の重要性が、より明確に位
置づけされました。ISO14001の序文には、持続可能な開発
とISO14001の関連についての説明がなされています。持続
可能な開発のためには「環境」・「社会」・「経済」をバラン
スよく発展させるという「トリプルボトムライン」が重要です。
環境に関連するさまざまな問題が深刻化する現代社会では、
企業が持続可能な開発に貢献すること、透明性のある説明
責任を果たすことへの期待が増してきています。そのため企
業は、「トリプルボトムライン」の中でも環境の分野に貢献す
るための体系的なアプローチとして環境マネジメントシステ
ムを採用するようになってきつつあります。

持続可能な開発とISOマネージメントシステム4

➊ People（人間）目標 ①～⑥
しっかり食べる、綺麗な水を飲む、誰もが尊厳と平等の下に、
そして健康な環境の下に、持てる能力を発揮することができ
る世界の実現を目指しています。

❷ Prosperity（豊かさ）目標 ⑦～⑪
世界中のどこにいても格差がなく、豊かさと安全・安心を
実感して暮らせるとともに、豊かな自然環境を損なうことな
く、経済的な発展や技術的な進歩が続く世界の実現を目指
しています。

❸ Planet（地球）目標 ⑫～⑮
気候変動に対応し、海や森林などの豊かな自然環境を次の
世代に引き継ぐために『地球』を守っていく、さらに大量生
産・大量消費の社会から脱却して、将来にわたって自然か
ら資源や食糧などの恵みを受けることができる世界を目指
しています。

❹ Peace（平和）目標 ⑯
貧困や飢餓、人権侵害、環境破壊などを引き起こし、あら
ゆるゴールの達成を阻む紛争を無くし、平和で公正な世界
を実現することを目指しています。

❺ Partnership（連帯）目標 ⑰
世界を取り巻く色々な問題を、あらゆる人の参加と協力に
よって解決していくことを目指しています。

SDGsの特徴　‒ 5つのP2

図1　SDGsの17のゴール

図2　17の目標と「5つのP」関係性

図3　SDGsウェディングケーキモデル

図4　SDGsを組織に取り入れる
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製品

No. 貢献内容

販売・サービス

生産活動

コンプライアンス
人事

ダイバーシティ
ステークホルダー

機電一体の省エネ製品の提供
省資源・省スペース製品の提供
環境負荷低減プラスチック成形技術の開発
環境負荷低減ダイカスト鋳造技術の開発
IOTを利用した繋がる現場
自動化システムの開発
製品消費電力の見える化
取説のぺーパレスの推進
有害化学物質の削減（ハンダ・電線・グリス）
お客様の安全確保
技術スクールの開催
技能検定の開催
ISO9001の推進
ISO14001の推進
動力用電力量の削減
内製化の推進（リードタイムの短縮）
自動化の推進
工場内空調のGHP化の推進
工場内照明機器のLED化の推進
生産活動のDX活用
塗料・シンナーの使用量の削減
グリーン調達の推進
廃棄物の再資源化の推進
緑化の推進（生物多様性の保護）
節水の推進
瀬戸内海の保護
東洋機械金属グループ行動基準の遵守
健康経営の推進
人材育成の推進
女性活躍推進
障害者の積極活用
近隣住民との調和
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Customers’ Value UpCustomers’ Value Up

持続的成長に向けた
新たな取り組み

持続的成長に向けた
新たな取り組み

経営基盤の刷新と強化経営基盤の刷新と強化

新 た な 価 値 創 造 を 通 じ て
社 会 に 貢 献 し  一 人 ひ と り が 輝 け る

よ り 豊 か な 未 来 を 実 現 す る

経 営 理 念

経 営 戦 略 行 動 指 針

　新年度が始まりました。諸々事に躓く人類に拘らず、日本では春が訪れ、花鳥が華やぎ、生命力が
溢れます。満開の櫻画像と共にTOYO PRESS春号をお届けします。 （加門）
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会社情報はこちら


